
No.162北海道医療大学広報誌　

2015  NOVEMBER

副学長就任にあたって

 この10月より、北海道医療大学の副学長に就任い

たしました。私は1972年に北海道大学医学部を卒

業してから、米国へ留学した2年間を除いてほぼ40

年間を北海道大学で過ごして参りました。診療に関

しては消化器内科一筋の道を歩んできており、

1994年より2011年まで北海道大学大学院医学

研究科消化器内科の教授を務めております。この間

192名の新人医師を迎えその臨床教育並びに研究

指導を行い、112名に医学博士の学位を取得させ

ました。2007年から3年間北海道大学病院の病院

長を務めました。この時は北海道大学が独立行政法

人に移行した後であり、膨大な借入金の返済に大変

な苦労をいたしました。北海道大学病院を挙げて努

力した結果、3年後には借金返済にほぼめどが立ち

ました。この時、病院の運営には医師のみでなく、全

ての医療関係者の協力が必要であることをしっかり

と認識することができました。患者の診療には医師

を中心として看護師、薬剤師などからなる医療チー

ムの立ち上げが必要であり、そのチームワークが崩

れると医療自体の質が落ちてくるのです。よいチー

ムワークによって患者にとって満足のいく医療がで

きると、受診してくれる患者数が増え病院の収入に

もつながってくるのです。2011年に定年になった

後、がん予防内科講座を創設し、診療から離れてが

ん予防について臨床サイドから研究を行ってきまし

た。がん予防内科の5年間は研究に専念でき大変有

意義に過ごすことができました。この間、北洋銀行と

の社会貢献事業として市民の方々に最新の医療の

知識を提供するための医療セミナーを開催し、北海

道大学病院の教授を中心に北洋銀行ホールにてわ

かりやすい講義をしていただきました。

　このたび、東郷理事長より北海道医療大学へのお

誘いがあり、身に余る光栄とお受けいたしました。北

海道医療大学は北海道でトップレベルの医療系の総

合大学であり、北海道の医療にとって重要な地位を

占めております。本学についてまだ十分な知識があ

りませんのでできる限り早く溶け込み、学生および

教職員の方々と共に北海道医療大学のさらなる発

展に寄与したいと考えております。何卒よろしくお願

いいたします。

浅香 正博北海道医療大学 副学長
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